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実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
プ
リ

で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
使
え
る

地
域
協
力
店
を
募
集
し
ま
す
。

　
登
録
は
無
料
で
、
サ
ー
ビ
ス
や

特
典
内
容
は
店
舗
ご
と
に
設
定
で

き
ま
す
。
地
域
協
力
店
に
な
る
と
、

県
か
ら
店
舗
の
情
報
発
信
、
ア
プ

リ
利
用
者
の
来
店
促
進
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」

で
検
索
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
三
国
川
ダ
ム
管
理
所

　
☎
７
７
４
・
３
０
１
５

三
国
川
ダ
ム

と
く
べ
つ
な
ダ
ム
見
学
会

　
三
国
川
ダ
ム
は
10
月
16
日
㈰
で

竣
工
後
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
、
三
国
川
ダ
ム
を
さ

ら
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
特
別

な
見
学
コ
ー
ス
を
用
意
し
た
ダ
ム

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
午
後
２
時
～
３
時
に
、

三
国
川
沿
い
に
あ
る
各
警
報
所
で

サ
イ
レ
ン
の
吹す
い

鳴め
い

な
ど
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。

日
10
月
30
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

問
・
申 
南
魚
沼
市
消
防
本
部 

警

防
課 
救
急
係

　
☎
７
８
２
・
５
３
３
１

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習

　
応
急
手
当
普
及
員
は
、
認
定
後

３
年
以
内
に
再
講
習
を
受
講
し
な

い
と
失
効
し
ま
す
。
期
限
内
に
受

講
し
ま
し
ょ
う
。

日
11
月
６
日
㈰

　
午
前
９
時
～
正
午

会
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

費
無
料

〆
10
月
30
日
㈰

持
認
定
時
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト

※
実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し

く
だ
さ
い

問
新
潟
県 

観
光
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部 

ス
ポ
ー
ツ
課 

企
画
係

　
☎
０
２
５・２
８
０・５
０
９
１

に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆
ス
ポ
ー

ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
　

地
域
協
力
店
募
集

　
県
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

運
動
を
ア
プ
リ
で「
見
え
る
化
」し
、

協
力
店
舗
で
利
用
可
能
な
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
な
ど
、
運
動
習
慣

の
定
着
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
を

め
ざ
し
た
「
に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆

ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を

会
三
国
川
ダ
ム
管
理
所
周
辺

※
詳
し
く
は
、
三
国
川
ダ
ム
管
理

所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
・
申 

企
画
政
策
課 

企
画
班

　
☎
７
７
３
・
６
６
７
２

　
Ｆ 

７
７
２
・
３
０
５
５

　

kikaku@
city.

　
　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

Ｌエ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

Ｇ
Ｂ
Ｔ
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
～

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
性

の
多
様
性
～

　
近
年
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る

理
解
や
認
知
度
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
周
囲
の

理
解
不
足
や
偏
見
は
存
在
し
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
（
同
性

愛
者
や
自
分
の
性
別
に
違
和
感
を

覚
え
る
人
な
ど
）
が
、
自
分
ら
し

く
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
社
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
正
し
い
知
識
を
得
て
、

理
解
を
深
め
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
基
礎
的
な
内
容

で
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
11
月
８
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

子
育

て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

費
無
料

〆
11
月
１
日
㈫

講
高
橋
佳け
い

生き

さ
ん
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に

い
が
た
ｌｏ
ｖ
ｅ 

１ 

ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ

代
表
）

主
催　
南
魚
沼
市
・
公
益
財
団
法

人
新
潟
県
女
性
財
団

問
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

　
☎
７
７
３
・
６
６
６
７

高
齢
者
や
要
配
慮
世
帯
の

住
宅
除
雪
援
助
事
業

　
住
宅
屋
根
の
除
雪
を
自
力
で
行

う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
を
対
象
に
、
除

雪
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

②
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
～
４

級
）、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳（
１
級
）、
療
育
手
帳（
Ａ
）

の
交
付
を
受
け
た
者
の
み

③
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
、
18

歳
未
満
か
②
に
該
当
す
る
子
ど

も
の
み

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

は
対
象
外
で
す

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
（
生

活
保
護
費
で
対
応
）

・
市
・
県
民
税
（
所
得
割
）
の
課

税
世
帯

・
親
族
な
ど
か
ら
除
雪
作
業
へ
の

労
力
の
支
援
や
金
銭
的
な
支
援
、

日
常
生
活
へ
の
援
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

（
１
親
等
の
親
族
が
同
一
旧
町
内

に
居
住
し
て
い
る
、３
親
等
内
の

親
族
の
支
援
が
あ
る
な
ど
）

・
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
が
、
市
・

県
民
税
な
ど
で
市
内
に
居
住
す

る
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る

・
３
か
月
以
上
対
象
住
宅
を
不
在

と
す
る
（
対
象
と
な
っ
て
も
１

か
月
を
超
え
て
不
在
と
な
る
場

合
は
援
助
の
対
象
外
）

対
象
と
な
る
除
雪
作
業

　
居
住
し
て
い
る
住
宅
屋
根
の
人

力
に
よ
る
除
雪
作
業
（
合
計
24
時

間
以
内
）

※
雪
下
ろ
し
の
で
き
る
ア
ン
グ
ル

が
設
置
さ
れ
た
金
属
屋
根
や
瓦

屋
根
な
ど
が
対
象
。
自
然
落
雪

式
・
融
雪
式
は
原
則
対
象
外
。

車
庫
や
倉
庫
、
空
き
家
な
ど
の

除
雪
作
業
も
対
象
外

申
作
業
前
に
、地
域
の
民
生
委
員･

児
童
委
員
を
通
じ
て
、
福
祉
課

に
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
に
本
事
業
を
利
用

し
た
人
は
、民
生
委
員･

児
童
委

員
が
訪
問
調
査
を
実
施
し
ま
す
。


